抵当権設定契約書
　　年　　月　　日
〇〇県漁業協同組合連合会(リース事業者)　御中

住　　所　
債務者
氏　　名　（一社）水産業構造改革サポート　　㊞
住　　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担保権設定者

氏　　名　借受漁業者　　　　　　　　　　　　㊞
（担保権の設定・登記）

第1条　　 担保権設定者は、債務者が末尾(１)記載の契約（契約NO.000000）及び本契約（以下併せて「対象契約」という）に基づき〇〇県漁業協同組合連合会（以下、「貴会」という）に対して負担する一切の債務（遅延損害金債務、損害賠償債務を含み、以下被担保債務という）の弁済を担保するため、その所有する末尾(２)記載の物件（以下担保物件という）に対して、債権額を金●●●●●●●円とし、又、順位を末尾(２)記載の通りとする抵当権を設定しました。
2 　前項に基づく抵当権設定登記は、貴会と協力して遅滞なく行なうものとし、その登記簿謄本を貴会に提出します。
（抵当物件）
第2条　　担保権設定者は、あらかじめ貴会の書面による承諾がなければ、抵当物件の現状を変更し、または譲渡しもしくは第三者のために権利を設定しません。
2 　本証書により担保に提供した物件に付属する諸機械器具その他の属具はもちろん、その物件に付属する一切の物件は共に本抵当権の目的とします。
3 　抵当物件が原因のいかんを問わず、全部又は一部が滅失、毀損し、もしくはその価格が低落したとき又はその恐れがあるときは、担保権設定者は直ちにその旨を貴会に通知します。この場合には請求によって、直ちに貴会の承認する担保もしくは増担保を差し入れ、または保証人をたてもしくはこれを追加します。

4 　抵当物件について、収用その他の原因により補償金、清算金などの債権が生じたときは、担保権設定者はその債権を貴会に譲渡しますから、貴会がこれらの金銭を受領したときは、債務の弁済期のいかんにかかわらず適宜弁済に充当されても異議はありません。
（損害保険）

第3条　　担保権設定者は、第１条の債務が存続する間、抵当物件に対して貴会が同意する保険会社（漁船保険組合及び全国共済水産業協同組合連合会を含む。以下「保険会社」という）と貴会の承認する金額以上の損害保険契約（共済契約を含む。以下「保険契約」という）を締結しまたは継続し、その保険契約に基づく権利の上に貴会のため保険契約に抵当権者特約条項をつけるかまたは質権設定の手続をとります。
②　　　担保権設定者は、前項により締結しまたは継続した保険契約以外に、抵当物件に対し保険契約を締結したときは、担保権設定者が直ちに貴会に通知し、その保険契約についても前項と同様の手続をとります。

③　　　前２項の保険契約の継続、更改、変更および保険目的物件罹災後の保険金（共済金を含む。以下保険金という）等の処理については、すべて貴会の指示に従います。

④　　　貴会が権利保全のため、必要な保険契約を締結しもしくは継続し、または担保権設定者に代って保険契約を締結もしくは継続し、その保険料（共済掛金を含む。以下「保険料」という）を支払ったときは、担保権設定者は貴会の支払った保険料その他の費用に対し、その支払日から年14.0％の割合の損害金を付けて支払います。この場合の計算方法は、年365日の日割計算とします。

　　　　⑤　　　前4項により締結または継続された保険契約に基づく保険金を貴会において受領されたときは、債務の弁済期のいかんにかかわらず適宜弁済に充当されても異議はありません。
（抵当物件の処分）

第4条　　抵当物件は、必ずしも法定の手続によらず、一般に適当と認められる方法、時期、価格等により貴会において処分したうえ、その取得金から諸費用を差し引いた残額を法定の順序によらず、第1条の債務の弁済に充当することができます。

②　　　貴会は前項によるほか、担保権設定者に通知のうえ、一般に適当と認められる時期、価格等により、債務の全部または一部の弁済に代えて抵当物件を取得することもできます。この場合、担保権設定者は貴会に協力して所有権移転の登記を行い、かつ、貴会に対し当該物件を直ちに引き渡します。

　　　　③　　　前2項により第1条の債務の弁済に充当し、なお残債務がある場合には、債務者は直ちに弁済します。
（抵当物件の調査等）

第5条　　貴会は必要と認めるときは、いつでも抵当物件を調査し、または担保権設定者に対しこれに関する報告を求めることができます。

　　　　②　　　前項の場合、担保権設定者は貴会の調査に必要な便益を提供するものとします。
（費用負担）

第6条　　担保物件に係る抵当権の設定、解除及び変更の登記に関する費用（登録免許税及び司法書士報酬等を含むが、これに限らない）、担保物件の調査、鑑定及び競売に関する費用、その他本契約の締結及び履行に関する一切の費用は、担保権設定者が負担します。
（担保保存義務の免除）

第7条　　担保権設定者は、貴会の都合によって他の担保もしくは保証を変更・解除されても異議はありません。

　　　　
以　　上

【末尾】

（１）対象契約の表示

　リース事業体及び債務者間にて締結した●●●●年●●月●●日付リース契約（契約NO.000000）
① 債権額
金●●●●円(消費税額等込)

② リース期間
●年●●ヶ月
③ 最終弁済期日　
●●●●年●●月●●日

④ 遅延損害金
年率●●.●パーセント（１年を365日とする日割計算）

（２）担保物件の表示

	担保物件
	順位
	担保権設定者名

	所在：

地番：

地目：

地積：
	第●順位
	住所：●●●●●

氏名：●●●●●

	所在地：

家屋番号：

種類：

構造：

床面積：
	第●順位
	住所：●●●●●

氏名：●●●●●

	船種：
船名：
主たる根拠地：
尺度：長さ
　　　幅
　　　深さ
総トン数：
進水年月：
推進機関：
推進器の種類及び数
	第●順位
	住所：●●●●●

氏名：●●●●●


